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【ヘルスケアイノベーション】 

世界ヘルスケアレポートの論点と考察Ⅰ 

世界経済フォーラムの伝統

的医療変革という視点 
世界経済フォーラム（ WEF）は、デジタル、AI、データによる伝統的医療システ

ムの変革を主導すると宣言しています。PGPは、デジタルヘルスが個人の日常を

中心とするヘルスケアへと概念的進化をもたらすと考えており、このなかに

WEF が説く伝統的医療システムの変革を位置付けます。AI とデータを擁するデ

ジタルヘルスが個人の日常へ拡張することで起きる医学の驚異的進歩への期待

感が、医師を動かす動力となり予防重視の未来のヘルスケア実現に向かいます。 
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最新レポートが主張するヘルスケア・ ト

ランスフォーメーション 

進む世界人口の高齢化と生活習慣病の増加により世界の

医療需要が増大しています。この高まりゆく医療需要に

医療資源 医療労働者や医療費）が耐えられるのか？と

いう疑問が投げかけられています。同時に、地域や経済状

況による医療の質と医療へのアクセスの格差が広がって

います。 

こうしたヘルスケアの課題増大と並行して、デジタル技

術と AI が進歩し、ビックデータが解析可能となるなどヘ

ルスケアを変革可能なテクノロジーが成長してきていま

す。そして、デジタル技術や AI を、世界的なヘルスケア

の課題を解決する鍵として捉えヘルスケアの未来像を論

じるレポートがいくつか発表されています。世界的にヘ

ルスケア変革が必須であること、そして向かうべきヘル

スケアの未来像について貴重な知見と洞察を提示してい

ます。 

その中でも、伝統的な医療の変革といつ視点で注目した

いのは、世界経済フォーラムのレポートです。レポートで

は、世界のあちこちでさまざまな企業が医療変革の萌芽

とも言うべき新しいヘルスケアサービスの提供に成功し

ていることを具体的に紹介しています。 

しかし、この世界的な医療変革の風を日本の医療現場で

実感している医師はほんのわずかでしょう。日本の医療

はさまざまな問題を抱えつつも世界的に見ると成功して

いるため、保守的になるのはやむを得ないのかもしれま

せん。世界的に見ても、他の分野に比べて医療現場では、

なかなか変革が進んでいません。世界経済フォーラムの

レポートは、変革が必要なのは明らかであるにもかかわ

らず変革が進みにくい原因を分析しています。高まりゆ

く課題の増大は変革圧を高め続けますので、いずれ日常

診療にAIを活用した新しいデジタルヘルスが広がり定着

していくのは時間の問題でしょう。医師やヘルスケアの

ステークホルダーは、世界の医療変革の動きについて理

解を深め、変革の障壁を理解し、適切に医療変革の波に

関与していくことが求められます。世界経済フォーラム

のレポートは、その最適な道しるべになると思います。 

世界経済フォーラム「Transforming・

Healthcare:・Navigating・Digital・Health・

with・a・Value-Driven・Approach」・

(2024) 

デジタルヘルスは世界的に高まりゆく３つのヘル

スケアの課題を解決する可能性がある 

世界経済フォーラム WEF）の報告書「ヘルスケア変革：

価値駆動型アプローチによるデジタルヘルスのナビゲー

ト」は、ボストン（コンサルティンググループ BCG）と

の協力のもと、2024 年 1月に発表され、デジタルヘルス

がグローバルヘルスケアの課題にどのように解決するか

を包括的に検討しています。レポートは、この１０年の間

に世界の随所で生まれ、近年では covid-19 のパンデミッ

クにより加速したデジタルヘルス・サービスの成功例を

数多く紹介しながら、デジタルヘルスの世界的普及が、高

まりゆく世界的な医療課題を解決できると説いています。 

ここで言う、デジタルヘルスとは、デジタルソリューショ

ン digital（ solutions）、データ data）、AI を指します。

デジタルヘルスは、医療の効率を高めるとともに、遠隔診

療をはじめとするオンラインで患者と医療従事者がつな

がるという新しいアプローチを生み出しました。 

高まりゆくヘルスケアの３つの世界的課題とは？ 

レポートは、次の３つの課題が、医療システムの持続性に

危機をもたらすリスクを具体的な数値を挙げながら説い

ています。 

1. 増加する慢性疾患による医療システムへの負荷増

大 

2. 医療資源の制約（：持続不可能な医療費の増大と医療

従事者の不足危機 

3. 医療の結果と医療へのアクセスにおける格差 
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増加する慢性疾患による医療費の増大 

日本でも医療費の増加は問題になっていますが、OECD

加盟国で見た場合、医療費の伸びはGDPの伸びを上回り

続けていることを報じています。その主要な原因には、課

題２の慢性疾患が増加していることが挙げられています。

慢性疾患とは、主に脳卒中や心筋梗塞などの心血管病、

糖尿病、癌などで、日本では生活習慣病として知られてい

ます。そして、こうした慢性疾患の増大の原因として、世

界的に人々の寿命が伸びているのに合わせて慢性疾患の

罹病期間も伸びていると考察しています。デジタルヘルス

により、疾患を予防したり、発症を遅らせることで、健康

寿命 健康上の問題で日常生活が制限されることなく生

活できる期間）を伸ばす重要性を説いています。 

増加する慢性疾患による医療従事者の不足危機 

医療従事者不足が世界的に深刻です。WHO の試算では、

2030 年までに、特に中低所得国を中心に、1,000 万人の

医療従事者が不足すると予想されています。また、医療機

関は、医療従事者がバーンアウト 燃え尽き症候群）や人

手不足と闘っていることを述べています。ある調査では、

医療従事者の 25%が不安やうつに悩まされ、44%が睡眠

障害をかかえ、31%がすぐ離職する可能性があるという

結果が出ており、これを根拠に挙げています。そして、デ

ジタルヘルスは、医療従事者の仕事を効率化して最大限

の能力発揮を可能にしたり、患者の自己管理がデジタル

にサポートされることで、医療従事者は、直接の患者ケ

アや高付加価値の仕事の時間を増やすことが可能になり、

これがモチベーションを高めることになると期待を述べ

ています。 

医療の結果と医療へのアクセスにおける格差 

WHOは、世界の約半分の人々が、基本的な医療にアクセ

スできないことを報告しています。また、国の中でも地域

間、人種間、男女間で医療格差が存在することについて

述べています。その医療格差の原因として、社会経済的要

因、差別、偏見、医療リソースの地域的偏りを挙げていま

す。そして、こうした医療格差が、遠隔診療や遠隔医療相

談、そして医療情報提供などのデジタルヘルスにより小

さくなることに期待を寄せています。 

デジタルヘルスはヘルスケアの質を変える 

デジタルヘルスは、世界のヘルスケアの課題解決に貢献

するだけではなく、価値主導のヘルスケア value-driven 

healthcare）,（ 患者中心の医療体験 patient-centric 

journey)（ 、データ主導の医療 data-driven medicine）

へと医療の質を高める方向に進むことができると説いて

います。 

すでにデジタルヘルスのイノベーションに十分に

起きている 

レポートは、デジタルヘルスにおけるテクノロジーのイ

ノベーションが、すでに十分進んでいることを示します。

予測（ AI,（ クラウドコンピューティング、Internet（ of（

Things、遠隔患者モニタリングなどのテクノロジーが、さ

まざまな企業のヘルスケア（・ソリューションに用いられ、

課題解決に十分な効果を挙げていることを、具体例を列

挙しながら説明しています。 

わかりやすく理解するために、デジタルヘルスを次の２

つに分けて説明しています。 

• フロントエンドのデジタル化：デジタル技術、

データ、AI を活用して、患者向けアプリケーシ

ョンをデジタル化し、より良く、より効率的な

ケアを提供する。 

• バックエンドの拡充：デジタル技術、データ、AI

を用いて、患者に直接関わらない要素を拡充し、

医療提供およびライフサイエンスのあらゆる側

面の効率を改善する。 

そして、このようにデジタル、データ、AI 技術を活用する

ことで、医療の結果が改善し、無駄な医療リソースをよ

り効果を生む領域に再分配したり、ユニバーサル・ヘル
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ス（・カバレッジ Universal（Health（Coverage(UHC)）1実

現と医療格差改善が可能になるとしています。 

1.（ ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ Universal（Health（

Coverage(UHC)）：全ての人が適切な予防、治療、リハビリ

等の保健医療サービスを、支払い可能な費用で受けられる状

態 厚生労働省） 

デジタルヘルスの普及を阻む障壁 

ここまで読むと、世界では、医療変革が進んでいると思っ

てしまいますが、現在の日本の多くの医療現場では、旧来

の医療のままで変革の足音も聞こえてきません。確かに、

オンライン診療が解禁され、病気によっては便利になっ

たという実感はあります。糖尿病、高血圧、関節リウマチ

などの慢性疾患やメンタルヘルスなど限られた病気で活

用する人が増えています。しかし、こうした病気でも対面

診療が主流のままです。では、海外はどうかというと、オ

ンライン診療先進国のアメリカでは、2022 年にオンライ

ン診療がコロナ前比 63倍になるなど急増はしたが、メン

タルヘルスと薬物乱用治療での利用拡大が目立ち、全診

療件数で見ると、オンライン診療の利用割合はまだ 5.3％

だったとのことで、普及とは言えないようです。レポート

では、医療分野は、他の産業に比べてデジタル成熟度

 digital（maturity）が低いため、デジタルヘルスの普及が

進まないと説明しています。そして、このヘルスケア分野

のデジタル成熟度を阻む複数の障壁を挙げています。 

• デジタル基盤が乏しく伝統が変化を拒む：医療

施設は、デジタル技術の基盤が弱く、ガバナン

スや相互運用性の上での課題も加わり、医療シ

ステム内の利害関係者間でのデータの流れが阻

害されている。さらに、依然として古い技術や

システムを使用してしる施設が存在し、新しい

技術の採用を妨げている。 

• 医療データは孤立し構造化されていない：医療

施設の利害関係者がデータ共有に消極的である

ことが、データの透明性やアクセスを妨げてい

る。また、データの保存に関する標準化の欠如

も相互運用性を難しくしている。 

• 利害関係者間のインセンティブの不一致：デジ

タルソリューションは通常、既存の医療提供者

のコストに加えて追加の費用となる。医療にお

ける支払いは、従量課金制モデルをとり、質的

な価値主導の結果ではなく、ケアの量をインセ

ンティブとするため、予防的な医療の実装を妨

げている。 

• 規制の問題：健康に関する規制は、一般的に物

理的な医療機器に合わせて作られており、継続

的に進化するソフトウェアを評価するのには適

していない。そのため、革新的なソリューショ

ンの市場投入が遅れる。 

• デジタルリテラシーの不足：医療従事者がデジ

タルソリューションを使う経験が限られている

場合、新しい技術を効果的に採用するためには

トレーニングが必要になる。 

• デジタルヘルスに対する全体的なビジョンの欠

如：多くの医療システムは、デジタル取り組み

の実行と調整のための明確な戦略を欠いてい

るため、すでに複雑なシステムにさらに不必要

な複雑さを追加することになる。 

デジタルヘルスへの変化を拒む錠を開け規模を拡

大するために必要な国のデジタル戦略と５つの鍵 

レポートは、デジタルヘルスの潜在力を解き放つために

は、まず国のデジタル戦略が重要であることをモロッコ、

インド、アメリカを例にとりながら説いています。そして、

WHO の The（Global（ Strategy（ on（ Digital（ Health2020-

2025 が国のデジタル戦略策定の基盤になると述べてい

ます。 

さらに、８０人以上のヘルスケア業界のリーダーへのイ

ンタビューの中からヘルスケアシステムにおいてデジ（

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000158223_00002.html#:~:text=%E3%83%A6%E3%83%8B%E3%83%90%E3%83%BC%E3%82%B5%E3%83%AB%E3%83%BB%E3%83%98%E3%83%AB%E3%82%B9%E3%83%BB%E3%82%AB%E3%83%90%E3%83%AC%E3%83%83%E3%82%B8%EF%BC%88Universal%20Health%20Coverage(UHC),%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E7%8A%B6%E6%85%8B%E3%80%8D%E3%82%92%E6%8C%87%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99%E3%80%82
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タルトランスフォーメーションの実装を拡大するための

５つの成功の鍵を見出しました。 

• データ：医療システムは、完全に標準化され相

互運用可能なデータを活用し、ケアの全過程で

データを共有できるようにすることで、健康デ

ータの流れを促進する必要がある。同時に、最

高レベルのデータセキュリティを提供しなけれ

ばならない。 

• 技術と分析：医療システムは、高品質の臨床デ

ータ、運用データ、患者の成果データに紐付け

られたユニークな患者 ID を作成し、技術イン

フラと統合しやすくしたり、AI 分析をサポート

するプラットフォームを構築する必要がある。 

• 資金とインセンティブ：医療システムは、イン

フラとソリューションに継続的に投資し、デジ

タルの導入と協力を可能にする価値ベースのイ

ンセンティブを提供する必要がある。 

• ハイブリッド医療提供：医療システムは、実装

能力を確立し、人間中心のソリューションを開

発して、より良い患者成果を提供する必要があ

ります。組織は、デジタル人材を雇用し、労働

者のデジタルスキルを向上させるためにトレー

ニングを実施し、新しいソリューションが導入

された際にチェンジマネジメントプログラムを

展開する必要がある。 

• 規制とポリシー（：政府のリーダーと規制当局は、

データと新しい技術 特に AI および生成 AI）

の倫理的な使用をサポートする適切なデジタル

規制とポリシーを作成する必要と、患者の成果

改善を目指すことを主な推進力としながら、進

化する技術に後れを取らずについていく必要が

ある。 

そして、シンガポール、ルワンダ、ドイツ、エストニア、

モロッコを例に、国の戦略としてで、この５つの鍵の成熟

度を評価した表を提示しています。 

さらには、デジタルヘルスの規模拡大に成功している企

業を複数紹介し、５つの鍵への取り組み、エコシステム（・

パートナー、ソリューションと効果をまとめています。 

デジタルヘルスケア変革イニシアチブ：公的セクタ

ーと民間セクターの協業の呼びかけ 

レポートは、ここまでの世界のデジタルヘルスの現状解

析と考察を踏まえ、デジタルヘルスが、スケールアップし

て世界の医療課題の解決に本領を発揮するためには、公

的セクターと民間セクターの協力を促進する必要がある

と指摘します。そこで、世界経済フォーラムは、その立場

を利用して、医療におけるデジタル変革を加速するため

の強力で持続可能なエコシステムを構築するために「デ

ジタルヘルスケア変革イニシアチブ」を立ち上げたこと

を説明しています。すなわち、公的セクターとメドテック、

製薬、テック、投資家などの民間のステークホルダーをパ

ートナーとして結びつけ、協力を呼びかけ支援するとして

います。 

そして、このイニシアチブにおいて、フォーラムは世界レ

ベルおよび地域レベルの 2 つの方法でデジタル変革を加

速させることを目指しています。 

伝統的な医療システムを変革するため

の医師側の動力は何か？ 

このレポートは、具体的データを豊富に提示し、わかり

にくい概念的なしくみをイラストで示すなどの工夫を行

い、デジタルヘルスが伝統的な医療を変革し、価値主導、

患者中心のサービスを生み出せる潜在力があることを効

果的に伝えています。その上で、デジタルヘルスが医療に

十分に波及していない現状に向かい合い、その原因とな

る課題を洗い出しています。そして、デジタルヘルスがス

ケールアップして医療変革を成し遂げるためには、官民

のステークホルダーが協力して実現していくことの必要
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性を訴えており、世界経済フォーラムがイニシアチブを

取ると宣言しました。そのなかで、少し気になったのは、

現在医療を動かしている現場の声がどれだけレポートに

反映されているのかという点です。特に、伝統的医療を作

り上げる中心となった医師の声が気になります。 

医療現場で働いている身としては、この変革には時間が

かかると感じます。その理由の１つは、医療あるいは医学

は、病気やけがを治したいという医師の動力により飛躍

的に進歩してきたという本質にあります。正体不明の病

気を解明し、原因を突き止め、治療法を確立することが

医師のインセンティブであり続けています。こうして成

熟してきた医療を提供する方法が変わるだけのデジタル

ヘルスであれば、医師は積極的に動かないのではないか

と懸念します。しかし、デジタルヘルスにより、より診断

が正確になったり、病気やケガがよりよく治るなど医療

レベルが向上するのであればば医師は動きます。この医

師を動しうる動力は、AI とデータであると考えます。 

現在でも、心電図の不整脈検出、画像診断で頭部外傷や

脳卒中の早期発見や乳がん検出、心不全の再入院リスク

を予測するモデルなど、医師の診断力を補完して高める

効果が報告されています 2,（3。まだ、AI が医師より圧倒的

に優れた能力を証明できているわけではありません。今

後、AI が医療の質を高める成功例が増えてくると医師は

どん欲に AI を導入すると思います。同じことがデータに

も言えます。医療データの connectivity が高まり患者デ

ータがデジタル情報として集積可能となると、これまで

にない膨大なビッグデータを解析可能となり、医療に有

用な情報が次々にもたらされることが期待できます。 

2.（  参考）AI（in（healthcare:（The（future（of（patient（care（

and（health（management 

3.（  参考）Transforming（healthcare（with（AI:（The（impact（

on（the（workforce（and（organizations（  

成功しているものを変革することが難しいことは古今東

西同じです。伝統的な医療が成功している医療先進国で

は、変革のための強い動力が必要です。その医師サイドの

動力は、AI とデータに期待される医学の進歩にあると思

います。患者中心の発想とともに、この医師の動力を考慮

することが、医療サービス提供企業を中心とする医療の

ステークホルダーに求められます。 

デジタルによる日常のヘルスケア創出

と連動すべき（PGPの視点） 

デジタル、AI、データを中心とするデジタルヘルスは、こ

のレポートがフォーカスする伝統的医療システムのフレ

ームを超えて、ヘルスケアを変革する力があると思いま

す。これは、私が医師として働きながら、大学時代から診

断機器のデジタル化に取り組み、最近はクリニックの診

断機器を小型化・小コスト化して自撮り可能な家庭用診

断機器の開発に取り組んでいる活動歴のなかで確信して

いる日常を中心とするヘルスケアの未来像です。 

世界経済フォーラムの語るデジタルヘルスは、これまで

医療施設を中心に行われていた医療を、オンラインによ

り患者の自宅など医療施設の外に拡張しましたが、患者

ー医師・医療従事者というフレームには変わりありませ

ん。つまり、患者は医師と受診という契約を結ばないと、

ヘルスケアは始まらないのです。しかし、病気の多くは、

日常の生活習慣や職場の環境から生み出されるものが多

く、医療システムに受診するはるか前から、病気の種がま

かれ、成長し、発症して受診に至ります。代表的なものに、

世界経済フォーラムが指摘する慢性疾患とメンタルヘル

スがあります。病気が生み出されるベクトルで考えると、

医療は病気が発症してから力を発揮するが、病気の種が

まかれ発症するまでの長い期間にはほとんど介入してい

ません。この病気が生み出される期間は、人間は無防備

に生活しているといえます。これまで医学のメスを入れ

にくかったブラックボックスとも言えます。 

 

 

https://mcpress.mayoclinic.org/healthy-aging/ai-in-healthcare-the-future-of-patient-care-and-health-management/
https://mcpress.mayoclinic.org/healthy-aging/ai-in-healthcare-the-future-of-patient-care-and-health-management/
https://www.mckinsey.com/industries/healthcare/our-insights/transforming-healthcare-with-ai
https://www.mckinsey.com/industries/healthcare/our-insights/transforming-healthcare-with-ai
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図表 健康から病気発症に至るまでの連続イメージと検診および医療の介入範囲 

わかりやすい例を提示します。健康診断で「やや高血圧」

と診断された 30 代や 40 代の人が、突然脳卒中や心筋梗

塞を起こし、救急車で病院に運ばれるケースがあります。

これは、検診でも重大な健康リスクを予測できない例で

す。検診は、ある日の安静にしているワンポイントの検査

データしか取得しません。実際の人間は、忙しく活動し、

感情の起伏があり、ストレスがかかるなかで、仕事と生

活をしています。このため、あらゆる心身のデータは、一

日の間でも激しく変動し、日によっても差異があります。

血圧を例に取れば、検診時に「やや高血圧」であっても、

仕事中は、もっと高い血圧が持続している可能性が高く、

その影響は全身の動脈に動脈硬化などの病的変化を蓄積

し、ある日突然脳卒中や心筋梗塞などの大きなイベント

を引き起こすと考えられます 4。 

4.（  参考）MONITORING（BLOOD（VESSELS:（REAL（

INDICATORS（OF（YOUR（HEALTH 

 

このように見てくると、病気が生み出されていく日常の

過程にこそ医療のメスが入り、病気を生み出さないこと

がヘルスケアの本質であると考えるようになります。さ

らには、医療がタイムリーに病気を治療できたとしても、

例えば、高血圧が持続して進んだ動脈硬化は元にはもど

りにくいものです。この不可逆性を考えると、病気の種を

蒔かないこと、病気の芽を育てないことがより重要であ

ることがわかります。しかし、実際は、病気の症状が自覚

されないと患者は病院に来ないし、医師は病院を出て

人々の日常生活に介入することは難しいのです。 

我々は、デジタルヘルスが、この病気が育つ舞台である個

人の日常生活におけるヘルスケアに革命的変化をもたら

す潜在力を持っていると考えています。AI を核にするデ

ジタルヘルは、医師と異なり、人々の日常に容易に入り

こむことができます。そして、その実現は、伝統的医療シ

ステムを中心に考えられてきたヘルスケアを、日常と医

療がデータでつながり、病気が育つのを AI が予防してい

https://wellhomewellout.com/healthcare/healthcare-innovation/vascular-health-beyond-blood-pressure
https://wellhomewellout.com/healthcare/healthcare-innovation/vascular-health-beyond-blood-pressure
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く日常を中心とするヘルスケアへと概念的進化が起きる

と考えるのです。 

しかし、医療と違い日常のヘルスケアは、はるかに未成

熟な領域です。まだ、成功体験のない領域にはステークホ

ルダーも少なく、その抵抗もありません。そして、病気が

生まれる日常の心身情報が膨大なビッグデータになり、

間違いなく新しい健康情報が次々ともたらされ医学は進

歩します。ここには医師の変革動力も働きやすいと思わ

れます。こう考えると、伝統的な医療の変革は、デジタル

による日常のヘルスケア創出と合わせて行うと、進みや

すくなる可能性があると思います。 

日常を起点とする AI デジタルヘルスの

イメージ像 

では、デジタル、AI、データがもたらす日常生活を起点と

するヘルスケアとは具体的にどんなものでしょうか？詳

しくは、別の記事で述べるとして、ここではイメージをつ

かんでいただくための概略をお示ししてみます。 

病気の種はどこで蒔かれ、芽はどのようにして育つかを

想像してみましょう。まず、人間は食事を通して必要な栄

養をバランスよくとることと適度な運動と休養が必要な

存在です。食生活と運動と休養に問題があると、生活習慣

病の種が蒔かれ、芽吹き、育っていきます。この事実をわ

かっている人は多いと思いますが、いつも念頭に置いて

日常生活を送れている人は少ないと思います。なぜか？

それは、病気の種や芽は目に見えず身体で感じ取れない

ものだからです。人々の目の前には、仕事があり、家庭が

あり、子供がいて、レジャーがあり、心配事がたくさんあ

ります。目に見えず感じ取れない心身のことは後回しに

なりがちなのです。しかも、人の心身の状態は、就寝、仕

事中、食事中、入浴中、運動中、運転中など活動により大

きく変動します。そこで重要になるのが、心身の情報を日

常生活の中で無意識のうちに捉えるセンシング技術です。

センシングにより日常における心身の情報を目に見える

ようにすることで、人々の意識は変わり、健康を意識し

た生活を送るモチベーションを生み出すことができます。 

次に、自分の心身の情報が目に見えるようになっても、

生活をどのように変えればよいのか？どう行動すればよ

いのか？と迷うのが当然です。一般の人々は心身や病気

について専門の教育を受けているわけではありません。

ネットで情報収集できますが、どれが自分に当てはまる

情報なのか？どの記事の情報が正しくて、どれが間違っ

ているのか？疑問が付きまといます。ネットは、ブロガー

やアフィリエートの記事であふれ、医師の記事もweb ラ

イターが書いているものが多いという現状があります。

それにもかかわらず、情報の信頼性を判定するしくみが

ないという問題があります。専門の医師に質問したいけ

ど、日々疑問が生じても、その都度受診するわけにはいき

ません。あなたの日々の心身の情報に基づいたあなたに

適したアドバイスや疑問への回答が即座に得られる、そ

れこそがこれまでの人間社会ではできなかった AI によ

り可能になるヘルスケアの未来像です 5。 

5.（  参考）PURSUING（TECHNOLOGY（TO（CREATE（A（

WORLD（WHERE（EVERYONE’S（MENTAL（AND（PHYSICAL（

HEALTH（IS（MONITORED:（THE（WORLD（WATCHED（OVER（

BY（MOTHER（AI 

ヘルスケアを再定義：伝統的医療の変革

とヘルスケアの未来像 

世界経済フォーラムが国や医療サイドから世界のヘルス

ケアの課題に光を当てて、デジタル、AI、データを中心と

するデジタルヘルスによる伝統的医療システムの変革を

説いたのに対して、私どもの視点として個人の日常生活

を中心とするヘルスケアの必要性と具体的イメージを書

いてみました。私はどちらも重要と考えています。という

よりも、AI が今後 AGI Artificial（General（ Intelligence;（

人工汎用知能）に向かい進歩していくと、ヘルスケアは伝

統的医療のフレームを飛び越え日常生活が中心になる大

変革が起きるのは間違いありません。個人の日常のヘル

スケアは予防、伝統的な医療は治療と言う単純な仕切り

ではなく、ヘルスケアの本質とは何かを問い直して、未来

のヘルスケアの再構築を行う過渡期に入ったと言えます。

そのためには、なじみの少ない個人の日常生活を中心と

する未来のヘルスケアについての理解を深めることが重

https://wellhomewellout.com/healthcare/healthcare-innovation/technology-for-daily-health-monitoring
https://wellhomewellout.com/healthcare/healthcare-innovation/technology-for-daily-health-monitoring
https://wellhomewellout.com/healthcare/healthcare-innovation/technology-for-daily-health-monitoring
https://wellhomewellout.com/healthcare/healthcare-innovation/technology-for-daily-health-monitoring
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要です。 

個人の日常という視点を重視したレポートに、フィンラ

ンドの Demos（Helsinki という組織が 2016 年に出した

「Health（2050:（Four（scenarios（for（human-driven（health（

and（freedom（of（choice」というレポートがあります。「最

新ヘルスケアレポートの論点と考察Ⅱ」では、このレポ

ートを取り上げます。デジタルヘルスが何を可能にする

かを知り尽くしたうえで、成熟した巨大な伝統的医療を

日常生活を中心とする未来のヘルスケアの中で再構築す

るために、ステークホルダーは誰か？どんな知恵が必要

か？を考えるヒントがそこにあります。
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